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 ■工事概要

【工事場所】白鷹町大字荒砥甲 833番地（現在地）
【工　　期】平成 29年７月 12日～平成 32年１月 31日
【設計監理】株式会社環境デザイン研究所

【施　　工】那須・鈴木特定建設工事共同企業体

【延床面積】複合施設：4535.32㎡
【構　　造】木造２階建て

北側からのアプローチイメージ
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白鷹町/株式会社環境デザイン研究所白鷹町まちづくり複合施設等整備事業実施設計 設計説明書

１-４.実施設計コンセプト

１.コンセプト

　本施設は、地域社会の核となる庁舎・図書館を含む複合施設として、町の職員、議員だけでなく、町民や町外

の人々等、多くの人々が日常的に訪れ、オープンに議論を展開でき、多くの知恵が結集する、明るいまちづくり

の拠点としなければなりません。

　白鷹町を愛し、一体感を作り上げる拠点空間として、本施設は建設されます。

　一体感、アイデンティティの結集としての白鷹町まちづくり複合施設は、町産材を使用した木架構とともに、

そのコンセプトは全国に発信するものとなるでしょう。

　用事があるから行く庁舎ではなく、何気なく施設を訪れ、みんなと顔を合せ、みんなで一緒に知恵を出し合

い、楽しく行動し、新たなまちづくりへつながる拠点として位置づけます。

実施設計において、基本設計の方針を具体化していくために、主として下記の項目に配慮します。

□施設の活動がまちに広がる庁舎

　・外部から図書館の様子がうかがうことができ、施設の活動がまちと繋がる計画

　・屋内広場のような町民ラウンジを計画し、町民の多様な活動に対応する。

□町産材を最大限生かした庁舎

　・一般流通材を組み合わせた構造計画とし、町産材を最大限利用できる計画

　・内外装で町産材を利用した計画

　・町産材を燃料としたバイオマスボイラーにより空調熱源を確保

□安心・安全な庁舎

　・十分な耐震性を確保した構造計画

　・発電機や受水槽等、災害時のバックアップ機能を確保
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１-１.鳥瞰イメージ

敷地北西側からの鳥瞰イメージ

平成29年度 平成30年度 平成31年度

【白鷹町複合施設等整備工事】

①まちづくり複合施設新築工事

②エネルギー棟新築工事

③書庫棟新築工事

④車庫棟新築工事

⑤既存書庫曳き移転工事

⑥分庁舎・既存書庫等解体工事

⑦造成・外構工事

⑧防災倉庫整備工事

【その他工事】
⑨既存施設解体工事

 （庁舎・中央公民館等）

４月

新施設供用

開始予定

北側からのアプローチイメージ

敷地北西側からの鳥瞰イメージ
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